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(57)【要約】
　溶媒（１ａ、２ａ）に吸収材ロールまたはシート（１
ｂ、２ｂ）を浸すための装置であって、こうした溶媒は
、一つが溶媒を含有するように適応される（Ａ）、他が
吸収材のシートまたはロール（１ｂ、２ｂ）を含有する
ように適応される（Ｂ）の二つの分離仕切り室に分割さ
れたプラスチック製のバッグ中に含有される。こうした
装置は、溶媒にそれを浸した後、印刷機を洗浄するため
に吸収材を用いることを望む時だけ、溶媒と吸収材間の
接触を可能とすることができる。



(2) JP 2010-504231 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷機のシリンダおよび布地を洗浄するために用いられる、印刷用インクまたは塗料用
の溶媒または溶媒の混合物に吸収材ロールまたはシートを浸すための装置であって、該装
置は、可撓性がありかつ印刷用インクおよび塗料溶媒に対して不浸透性である材料からで
きており、好ましくはプラスチック製であるバッグを含み、このバッグは１以上のバッグ
面／方向で少なくとも二つの隣接した部分または仕切り室に分割され、該仕切り室は、そ
れぞれ、一つが溶媒または溶媒の混合物を包含する要素を含有し、一方で他の部分または
仕切り室が１以上の吸収材ロールまたはシートを包含する他の要素を含有するようになっ
ており、該部分または仕切り室は、該部分または仕切り室を相互に連結する１以上の開口
部を通過するように、取り外し可能な仕切り用シールにより相互に分割されており、収材
を含有する部分または仕切り室中への溶媒の段階的な流出を可能とする、装置。
【請求項２】
　部分または仕切り室を連結する前記開口部が、吸収材上の溶媒の均一で一定の広がりを
可能とするための十分な速度を有する流出を可能とする部分を有する開口部である、請求
項１に記載の装置。
【請求項３】
　バッグが分割される部分または仕切り室が少なくとも３部であり、それらの中心部が１
以上の吸収材ロールまたはシート、好ましくは不織布を含有し、両側が吸収材を浸すよう
に設計される溶媒または溶媒の混合物を含有する、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　種々の部分または仕切り室に分割されるバッグが、１以上の吸収材ロールまたはシート
、好ましくは不織布と溶媒または溶媒の混合物との間の一つのみの要素を含有するが、一
方で他の要素が浸漬の間にバッグ中に入れられる、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　バッグを部分または仕切り室に分割する取り外し可能な仕切り用シールがバッグの外側
に置かれる、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　バッグを部分または仕切り室に分割する取り外し可能な仕切り用シールがバッグ中に置
かれる、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　バッグが、プラスチック材料、防水布地、防水または可塑化紙または厚紙、金属化紙、
または金属化プラスチックフィルム、またはそれらの組合せからなる群から選択される材
料からなる、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　１以上の吸収材ロールまたはシートを形成する吸収材が、不織布、紙または布である、
請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　溶媒または溶媒の混合物が、低、中または高揮発性溶媒から選択される１以上の溶媒を
含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　溶媒または溶媒の混合物が、少なくとも、１以上の吸収材ロールまたはシートを正確に
浸すために必要とされる溶媒量に対応する量で存在する、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　溶媒または溶媒の混合物が、有機溶媒、脂肪族および芳香族両方の化合物またはそれら
の混合物、および該有機溶媒の懸濁液または乳液または水分散液からなる群から選択され
る、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　溶媒または溶媒の混合物が、エッセンシャルオイルに基づく溶媒または鉱油に基づく溶
媒、または炭化水素溶媒からなる群から選択される、請求項１に記載の装置。



(3) JP 2010-504231 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

【請求項１３】
　請求項１に記載の装置を含む、印刷機のシリンダおよび布地を洗浄するために用いられ
る、印刷用インクまたは塗料用溶媒または溶媒の混合物に吸収材のシートまたはロールを
浸すための方法。
【請求項１４】
　印刷機のシリンダおよび布地を洗浄するために用いられる、印刷用インクまたは塗料用
溶媒または溶媒の混合物に吸収材のシートまたはロールを浸すための方法であって、該方
法において、可撓性がありかつ印刷用インクおよび塗料溶媒に対して不浸透性である材料
からできており、好ましくはプラスチック製であるバッグは、それぞれ、一つが溶媒また
は溶媒の混合物を包含する要素を含有し、一方で他が１以上の吸収材のロールまたはシー
トを包含する要素を収納することができる、バッグの１以上の面／方向で少なくとも二つ
の隣接した部分または仕切り室に分割され、該部分または仕切り室は、不織布ロールを含
有する部分または仕切り室中への溶媒の段階的な流出を可能とする開口部により相互に連
結しており、該部分／仕切り室は、仕切り用シールを取り外した後、浸漬が望まれる時に
連通される、方法。
【請求項１５】
　請求項１に記載の装置の使用を含む、印刷用シリンダおよび布地を洗浄するための方法
。
【請求項１６】
　印刷機のシリンダおよび布地を洗浄するように設計される要素、すなわち、溶媒または
溶媒の混合物、および１以上の吸収材のロールまたはシートが分離されて保持され、吸収
材、好ましくは不織布が溶媒により浸されようとする時だけ接触される、請求項１４に記
載の洗浄方法。
【請求項１７】
　印刷機のシリンダおよび布地を洗浄するために、印刷用インクまたは塗料用の溶媒また
は溶媒の混合物に吸収材のシートまたはロールを浸すための方法を含む、印刷用シリンダ
および布地を洗浄するための方法であって、該方法において、可撓性がありかつ印刷用イ
ンクおよび塗料溶媒に対して不浸透性である材料からできており、好ましくはプラスチッ
ク製であるバッグは、取り外し可能な仕切りシールによって、それぞれ、一つが溶媒また
は溶媒の混合物を包含する要素を含み、一方で他が吸収材の１以上のロールまたは１以上
のシートを包含する要素を収納することができる、バッグの１以上の面／方向で少なくと
も二つの隣接した部分または仕切り室に分割され、該部分または仕切り室は、不織ロール
を含有する部分または仕切り室中への溶媒の段階的な流出を可能とする開口部により相互
に連結しており、該部分／仕切り室は、仕切り用シールを取り外した後に、浸漬が望まれ
る時だけ連通される、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷に必要とされるインクまたは塗料を印刷機中に塗布するための印刷用布
地およびシリンダを洗浄する上で用いられる、不織布のロールまたはシートのインクおよ
び塗料用の溶媒での予備浸漬に基づく印刷機を洗浄するための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷に必要とされるインクまたは塗料を塗布するための印刷用布地およびシリンダを洗
浄するための種々の装置が存在する。同じ機械上で印刷しようとする対象が新しいものに
変えられる場合、または、同じ対象を多数のコピー上に印刷する場合に、最終印刷結果に
悪影響を及ぼすことができるであろう印刷用インクの異常な蓄積がシリンダまたは印刷用
布地上で起こる場合にはいつでも、またはインクのタイプまたはシリーズが変更される時
に、こうした洗浄は行われねばならない。
【０００３】
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　最も簡単な洗浄装置は、不織布などの布地または布地感触品（通常ポリエステルおよび
セルロースパルプを二つの塩基性製品の少量の結合剤と混合することにより得られる）の
一部、または吸収紙の一部を適する印刷用インク溶媒で浸し、次に、印刷機を手で洗浄す
ることに存する。
【０００４】
　最も簡単な装置は、印刷用インク溶媒により浸された布地、不織布、または吸収紙など
の吸収材の一部の使用を提供する。こうした要素は、一般に「布または布切れ」と定義さ
れ、手でゴシゴシ洗うことによりインクを布地および印刷機のシリンダから除去するため
に用いられる。
【０００５】
　さらに複雑な装置は、例えば、印刷機と同じ幅を有するロール中に詰められた不織布な
どの材料の使用を提供する。
【０００６】
　こうした不織布ロールは、ロールをほどき、不織布または他の吸収材に印刷用インク用
の溶媒を噴霧し、溶媒で浸した不織布を機械のインクで汚れたシリンダに接触させて置き
、それらを回転させることを目指した自動装置中に置かれる。溶媒で浸した不織布と機械
のインクで汚れたシリンダ間の前記接触のせいで、シリンダはインクのシリンダから溶媒
で浸した不織布への移動により洗浄され、次に、インクで汚れた不織布は自動システムの
軸上に新規に包まれるが、一方で、洗浄運転が望まれる場合に、なおロール上で利用可能
な清浄不織布はほどかれ、溶媒を噴射され、印刷機のインクで汚れたシリンダに接触して
置かれる。不織布端がロール上に包まれるまで延長する該方法により、シリンダおよび印
刷用布地の全体洗浄の種々のサイクルが得られる。
【０００７】
　上述の洗浄装置は最も一般的であり、種々の構成要素、中でも、溶媒タンク、溶媒分配
ポンプ、不織布上での溶媒の一定の広がりを可能とする一連の噴射ノズル、排出または過
剰の溶媒を回収するための装置を備える自動装置を必要とし、また、すべては、清浄不織
布ロールをほどき、次に、用いたもの、従ってインクで汚れた不織布を包み戻すために必
要とされる。
【０００８】
　第３の最新式の自動洗浄装置は、溶媒により予備浸漬され、密封プラスチック包装品中
に包装されてそれらの出荷および貯蔵を可能とする不織布ロールの使用を提供する。もと
もと製造業者により予備浸漬されるこうしたロールは、清浄不織布用のほどき装置、およ
び汚れた不織布用の包み戻し装置のみを提供される機構からなる自動装置中に置かれる。
こうした自動洗浄装置において用いられる装置は、予備浸漬不織布の使用が溶媒タンク、
分配ポンプ、噴射ノズルおよび排出または過剰溶媒を回収するための装置を必要としない
ので一段と簡単である。
【０００９】
　この第３洗浄装置は、Ｃ．Ｒ．ＧａｓｐａｒｒｉｎｉおよびＷ．Ｈ．Ｃａｎｏによる米
国特許第５，３６８，１５７号明細書、および同じ著者の名前での米国特許第５，９７４
，９７６号明細書で出願されたその後の更新版の主題である。
【００１０】
　上記方法の限定は、倉庫中の溶媒予備浸漬ロールの長期間滞留から生じる問題により提
起される。実際問題として、溶媒と長期間接触する不織布はふやけて、その引張強度の一
部を失う；こうした強度損失は不織布が溶媒でより長く浸漬されるほど大きくなる。溶媒
は、次に、不織布、とりわけそれを製造するために用いられる結合剤との反応により、そ
の化学特性の一部を失う。さらに、不織布中に含有される空気は溶媒を酸化する傾向にあ
り、結果としてその洗浄能力を下げる。
【００１１】
　従って、印刷用に必要とされるインクおよび塗料を塗布するために用いられる印刷用布
地およびシリンダを洗浄するように設計される新しい装置（手動法の非効率的で高価であ
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るという欠点、ならびに種々の危険な溶媒を取り扱い、吸い込むことを余儀なくされる操
作者に手動処理が与えることができる有害な影響を克服することができる）を作り出す必
要性が感じられた。こうした新装置は、また、複雑さ、連続整備、連続製造中断の危険性
、および従って噴射ノズルにより浸される吸収材ロールを含む自動洗浄装置に対する高い
管理費用に関連する問題を克服することができる。さらに、長期間の相互接触によるふや
け、破壊荷重損失、材料（それぞれ、不織布ロールおよび浸し用溶媒を構成する）の劣化
を克服するための必要性が感じられた。これは密封容器中に置かれるインクまたは塗料溶
媒により予備浸漬された不織布ロールを提供する装置に特に当てはまるが、吸収材ロール
を形成する材料中への空気による（また、部分的ではあるが、ロールを構成する材料中に
含有される空気の吸引のケースにおける）溶媒酸化を避けるための必要性も、また、感じ
られた。
【００１２】
　前記装置に対する代替は、Ａｒｒｉｏ　Ｖａｖａｓｓｏｒｉ　Ｂｉｓｕｔｔｉにより出
願された国際特許出願第ＰＣＴ／ＩＴ０３／００４６０号明細書の目的であり、これは、
溶媒を含有するプラスチックバッグまたはブリスターがその上に重ねられる、適して穴を
開けられた蓋を備えた適する容器中に置かれる不織布ロールの使用を提供する。こうした
バッグは、適度の圧力を受ける場合に、それらが用いられようとする時だけ下の不織布ロ
ールの全ての表面を一定に浸すために、その中に含有される溶媒が適して穴を開けられた
容器中に落ち、それからその下のロール上に落ちるように流出することを可能とする穴あ
け手段により穴を開けることができる。
【００１３】
　この新装置は、それが予備浸漬製品のエージングに関連する問題をなくし、垂直位置の
場合において、溶媒がそれらの上部をドライにしたままでロールの底の上に集積すること
を避けるためにロールを水平に保持しながら行わなければならない貯蔵および出荷上の格
別の注意の必要性をなくすので、従来のものに対して好ましい。この場合において、実際
には、ロールはインクが付いた布地またはシリンダを一定に洗浄することができないであ
ろう。
【００１４】
　しかし、
　ａ）ロールを収納するベーシング、ｂ）溶媒を含有するバッグ、ｃ）溶媒含有バッグを
破ることができる刃物またはとげを概して含む穴あけ手段、ｄ）破った後のバッグにより
放出される溶媒を集めるように意図され、下のロール上での一定の広がりを得るために、
ロール上の溶媒落下を減速することを目指した蓋または適して穴を開けられたボール、
を含む組立品またはキットを提供する予備浸漬法は、複雑で高価なままである。さらに、
完全にロールを浸漬するために必要とされる待ち時間、および浸漬ロールの調製の間に揮
発性溶媒を用いる場合の蒸気の発散により生じる欠点は、依然として残ったままである。
【発明の開示】
【００１５】
　この技術分野における研究を続ける出願人は、可撓性がありかつ印刷用インクおよび塗
料溶媒に対して不浸透性である材料製（好ましくはプラスチック製）のバッグ（このバッ
グは、溶媒または溶媒の混合物（部分または仕切り室「Ａ」）、および１以上の吸収材の
ロールまたはシート（他の部分または仕切り室「Ｂ」）を含有するために適する少なくと
も二つの連結部分または仕切り室に分割される）を含む印刷機のシリンダおよび布地を洗
浄するように設計される、印刷用インクまたは塗料用の溶媒または溶媒の混合物に吸収材
のシートまたはロールを浸すための新規の装置を実現した。
【００１６】
　前記部分または仕切り室は、バッグの１以上の面／方向で相互に隣接している。
【００１７】
　前記部分または仕切り室は、溶媒が吸収材を含有する仕切り室中に流出することを可能
とし、吸収材上での均一で一定の分配を確保するために、取り外し可能なシールによって
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相互に分離されたままで保持される。
【００１８】
　バッグの部分または仕切り室は、「Ｂ」部分または仕切り室中に置かれる吸収材が浸さ
れようとする場合に、仕切り用シール除去後、溶媒の段階的な流出を可能とするような寸
法の部分を有する開口部によって相互に連結される。
【００１９】
　本発明のさらなる目的は、本発明の浸漬装置を含む印刷機のシリンダおよび布地を洗浄
するように意図された、印刷用インクまたは塗料用の溶媒または溶媒の混合物に吸収材の
シートまたはロールを浸すための方法であって、特に、可撓性がありかつ印刷用インクお
よび塗料溶媒に対して不浸透性である材料製、好ましくはプラスチック製のバッグは、仕
切り用シールにより、一つが溶媒または溶媒の混合物を含有し、一方で他が１以上の吸収
材のロールまたはシートを収納することができると共に、それらの部分または仕切り室が
１以上のバッグの面／方向で相互に連結する少なくとも二つの隣接部分または仕切り室に
分割される。前記部分または仕切り室は、仕切り用シール除去後、吸収材、好ましくは不
織布を含有する部分または仕切り室中への溶媒の段階的な流出を可能とする開口部によっ
て相互に連結されると共に、前記部分／仕切り室は、仕切り用シール除去後、浸漬が行わ
れようとする時だけ連通される。
【００２０】
　本発明のさらなる目的は、浸漬装置の使用を含む、すなわち、また本発明の目的である
上述の浸漬装置を包含する印刷用シリンダおよび布地を洗浄するための方法である。
【００２１】
　図１は、二つの部分、それぞれ、印刷用インク溶媒（１ａ）を含有する（Ａ）、および
不織布ロール（１ｂ）を含有する（Ｂ）に分割されたプラスチックバッグの斜視図を示す
。バッグの二つの部分は、溶媒流出を可能とするように適応される開口部（１ｃ、１ｃ1

、１ｃ2、１ｃ3）によって連結しているが、しかし、印刷機の布地およびシリンダを洗浄
するためにそれを用いるように、吸収材ロールの浸漬が行われようとするときに除去され
る予定の取り外し可能な仕切り用シール（１ｄ）により分離して保持される。
【００２２】
　図２は、３つ部分、それぞれ、印刷用インク溶媒（２ａ）を含有する（Ａ）および（Ａ
’）、および不織布ロール（２ｂ）を含有する（Ｂ）に分割されるプラスチックバッグの
斜視図を示す。バッグの３部分は、溶媒の段階的な流出を可能とするために適応される開
口部（１ｃ、１ｃ1、１ｃ2、１ｃ3）によって連結しているが、しかし、吸収材ロール（
２ｂ）の浸漬が行われようとするときに除去される予定のシールデバイス（２ｄ）、（２
ｄ1）（取り外し可能な仕切り用シール）により分離される。
【００２３】
　本発明の目的は、従って、可撓性がありかつインクまたは塗料溶媒に対して不浸透性で
ある材料製、好ましくはプラスチック製のバッグを含み、印刷機のシリンダおよび布地を
洗浄する上で用いられる、印刷用インクまたは印刷用の溶媒または溶媒の混合物に吸収材
のシートまたはロールを浸漬するための装置であって、該バッグは、１以上のバッグの面
／方向で少なくとも二つの隣接部分または仕切り室に分割され、仕切り室または部分（「
Ａ」）は溶媒または溶媒の混合物を含有するようになっており、仕切り室または部分（「
Ｂ」）は１以上の吸収材のロールまたはシートを含有するようになっており、該仕切り室
または部分は、該仕切り室または部分を連結する１以上の開口部を通過するために取り外
し可能な仕切り用シールにより分割され、このようにして、吸収材を含有する仕切り室ま
たは部分中への溶媒の段階的流出を可能とし、好ましくは、前記開口部は、吸収材上で溶
媒を均一で一定に広げるために十分速い流出を可能とするような寸法の部分を有する。
【００２４】
　バッグの仕切り室または部分は、１以上の吸収材のロールまたはシートを含有する部分
または仕切り室（「Ｂ」）中への溶媒の流入を可能とするために、浸漬段階が行われよう
とする時に除去される予定の前記仕切り用シールにより分割される。
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【００２５】
　本発明の装置の別の実施形態において、バッグが分割される部分または仕切り室は、少
なくとも３部であり、それらの中心部は、１以上の吸収材のロールまたは１以上の吸収材
のシート、好ましくは不織布を含有し、両側は吸収材を浸すように設計される溶媒または
溶媒の混合物を含有する。
【００２６】
　本発明の装置の別の実施形態において、種々の部分または仕切り室に分割されるバッグ
は、１以上の吸収材のロールまたはシート、好ましくは不織布、または溶媒または溶媒の
混合物であるただ一つの要素を含有するが、一方で他の要素は浸漬の間にバッグ中に入れ
られる。
【００２７】
　本発明の別の好ましい実施形態において、本装置は、バッグが分割される部分または仕
切り室に分離するバッグの外側に置かれるデバイス（取り外し可能な仕切り用シール）を
含むことを特徴とする。
【００２８】
　本発明の別の好ましい実施形態において、本装置は、バッグが分割される部分または仕
切り室に分離するバッグの内側に置かれるデバイス（取り外し可能な仕切り用シール）を
含むことを特徴とする。
【００２９】
　本発明の別の好ましい実施形態において、バッグは、それぞれ溶媒および吸収材である
それらの中に含有される要素間の接触を避けるために、相互に分離される少なくとも二つ
の部分または仕切り室に分割されると共に、プラスチック、防水布地、防水または可塑化
紙または厚紙、金属化紙または金属化プラスチックフィルム、またはそれらの組合せを含
む群から選択される材料からできたものである。
【００３０】
　本発明の別の好ましい実施形態において、１以上のロールまたはシートを形成する吸収
材は、不織布、紙または布切れ（布）である。
【００３１】
　特に、本発明の装置において、溶媒または溶媒の混合物は、低、中または高揮発性溶媒
から選択される１以上の溶媒である。
【００３２】
　特に、本発明の装置において、溶媒または溶媒の混合物は、少なくとも１以上の吸収材
のロールまたはシートを正確に浸すために必要とされる量で存在する。
【００３３】
　前記量は簡単に計算可能であり、それはロールを構成する吸収材の化学的性質および量
、および用いようとする印刷用インクまたは塗料溶媒の化学的性質、および従って吸収材
のロール（複数を含む）によるバッグ中へのその特定溶媒の吸収能力に関係する。　
【００３４】
　こうした量を検証するために最も用いられる方法は、既知の表面積、例えば１０ｃｍ2

を有する吸収材試料を秤量し、次に、それを完全に溶媒中に漬け、２～３分にわたり滴ら
した後に同じ試料を秤量することである。二つの秤量値間の差は、吸収材のタイプおよび
用いられる溶媒に関連するｇｒ／ｃｍ2単位での吸収能力である。
【００３５】
　それは、本明細書において記載される本発明の目的としての、浸漬装置および関連洗浄
工程および方法に対するさらなる固有の利点である。
【００３６】
　本発明の装置の別の好ましい実施形態において、溶媒または溶媒の混合物は、脂肪族お
よび芳香族両方の化合物またはそれらの混合物である、有機溶媒、および該有機溶媒の懸
濁液または乳液または水分散液からなる群から選択される。さらに好ましくは、前記溶媒
または溶媒の混合物は、エッセンシャルオイルに基づく溶媒または鉱油に基づく溶媒、ま
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たは炭化水素溶媒からなる群から選択される。
【００３７】
　本発明の別の目的は、印刷機のシリンダおよび布地を洗浄するために設計される印刷用
インクまたは塗料溶媒または溶媒の混合物に吸収材のロールまたはシートを浸すための方
法であり、該方法は、可撓性がありかつ印刷用インクおよび塗料溶媒に対して不浸透性で
ある材料からできており、好ましくはプラスチック製のバッグを特徴とし、このバッグは
、取り外し可能なシールによって、それらの一つが溶媒を含有し、一方で他が１以上の吸
収材のロールまたはシートを収納することができるバッグの１以上の面／方向で隣接する
少なくとも二つの部分または仕切り室に分割され、該部分または仕切り室は、不織布巻き
布を含有する部分または仕切り室中への溶媒の段階的な流出を可能とする開口部により連
結していると共に、該部分／仕切り室は、仕切り用シール除去後、浸漬が望まれる時だけ
相互に連通される。
【００３８】
　本発明の別の目的は、上述のように本発明の浸漬装置の使用を含む印刷用シリンダおよ
び布地を洗浄するための方法である。
【００３９】
　上述の浸漬装置を用いる本発明の洗浄方法の別の実施形態において、印刷機のシリンダ
および布地を洗浄するように設計される要素、すなわち、溶媒または溶媒の混合物、およ
び１以上の吸収材のロールまたはシートは、分離されて保持され、吸収材、好ましくは不
織布が溶媒により浸そうとする時だけ接触される。
【００４０】
　本発明の別の目的は、印刷機のシリンダおよび布地を洗浄するために、印刷用インクま
たは塗料用の溶媒または溶媒の混合物により吸収材のシートまたはロールを浸すための方
法を含む、印刷用シリンダおよび布地を洗浄するための方法であり、該方法は、可撓性が
ありかつ印刷用インクおよび塗料溶媒に対して不浸透性である材料製、好ましくはプラス
チック製のバッグを特徴とし、このバッグは、取り外し可能な仕切りシールによって、そ
れらの一つが溶媒を含有し、一方で他が吸収材の１以上の巻き布または１以上のシートを
収納することができる、バッグの１以上の面／方向上で連結する少なくとも二つの部分ま
たは仕切り室に分割され、該部分または仕切り室は、不織布巻き布を含有する部分または
仕切り室中への溶媒の段階的な流出を可能とする開口部により相互に連結していると共に
、該部分／仕切り室は、仕切り用シール（複数を含む）除去後、浸しが望まれる時だけ相
互に連通される。
【００４１】
　本発明による上述のような浸漬装置、関連工程および後の洗浄方法は、主要部分として
、好ましくはプラスチック管製の長い円筒形の芯などの芯上に包まれた布地ロールまたは
シートを含む。該芯は、また、厚紙および／または鋼、およびアルミニウムなどの金属製
であることができる。該芯は、一つが包み用であり、他がほどき用である洗浄装置中に適
応して置かれ、前記布地は、洗浄しようとする回転シリンダに対して溶媒により浸された
布地で激しく洗うために印刷機の自動洗浄装置中に巻き込まれる。
【００４２】
　特に、本発明による印刷機のシリンダおよび布地を洗浄するための方法に関して、該方
法は、上述の装置および方法による吸収材の浸し後、浸漬が行われるバッグが、好ましく
は、適する切断装置により開かれ、バッグから引き出される前記浸漬材料が印刷機用の自
動洗浄装置中ですぐに用いることができることを意味する。
【００４３】
　本発明による上述のような浸漬装置、関連工程および後の洗浄方法は、既存のものに較
べて以下の利点を有する：
　Ｉ．二つの構成要素（不織布ロールの布地を形成する材料、および溶媒）の物理的な分
離がそれらの相互作用を避けるので製品の保存時間に対して全く制限がなく、従って製品
の貯蔵、出荷および保存に関する利点を作り出す。
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　ＩＩ．装置の最適効率条件が、溶媒に関しては化学的観点、布地を形成する材料の破壊
荷重に関しては物理的および機械的観点の両方から確保される。実際、溶媒流出および結
果として生じる布地の浸漬は洗浄装置を用いるときに行われる。
　ＩＩＩ．不織布のタイプ、またはいかなる場合でも浸漬しようとする吸収材、ならびに
洗浄装置の要求に対応する布地表面の吸収能力に正確に合致する量である溶媒の最適調量
が確保される。
　ＩＶ．空気吸入が吸収材と接触しての長期間滞留の場合における溶媒酸化を避けるかま
たは遅延させるための唯一の目的しか持たないので、それがその元の状態で用いることが
できるという理由により、吸収材からのあらゆる高価な空気吸入は不要となる。
　Ｖ．バッグの事故破壊の場合においてさえ、その中に含有される溶媒があらゆる有害な
漏れの危険性なしで吸収材により全部吸収されるであろうから、製品包装物の取扱いおよ
び出荷の間の最大安全性が保証される。
　ＶＩ．印刷用インクおよび塗料用に適応されるあらゆる種類の溶媒の使用が可能とされ
、該溶媒は有機または無機、および低、中または高揮発性溶媒である。
　ＶＩＩ．不織布ロールの均一で一定の浸漬を可能とするための穴あけ、およびバッグ破
壊後の溶媒の広がりに関するすべての費用が排除される。
　ＶＩＩＩ．浸漬の間吸収材を含有するために必要とされるプラスチックボールまたは容
器に関するすべての費用が排除される。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】２つの部分、それぞれ印刷用インク溶媒（１ａ）を含有する部分（Ａ）、および
不織布ロール（１ｂ）を含有する（Ｂ）に分割されたプラスチックバッグの斜視図を示す
。
【図２】３つの部分、それぞれ印刷用インク溶媒（２ａ）を含有する部分（Ａ）及び（Ａ
’）、および不織布ロール（２ｂ）を含有する部分（Ｂ）に分割されたプラスチックバッ
グの斜視図を示す。
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【国際調査報告】
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